
独立行政法人国際協力機構

〒 岩手県盛岡市盛岡駅西通

いわて県民情報交流センター（アイーナ） 階

【民間連携事業】＜ルワンダ＞組織培養技術を用いた高品質花き種苗生産の普及・実証・ビジネス化事業
組織培養機材の稼働を確認 （株式会社 八幡平様）

岩手デスク

2024年11月1日

mailto:jicadpd-desk-akitaken@jica.go.jp


東北では、東北地方の持つノウハウを活用し、開発途上国で必要とされている知識

・技術を伝えて各国の課題解決に役立ててもらうことを目指し、関連の政府機関・自治

体・企業・大学等の協力を得て研修員受入事業を行っています。

研修員受入事業

【研修員受入事業】理科教材の体験：遺伝／高校の茶道部にて茶道体験

研修員受入事業（短期）〈2024年度計画〉：東北センター所管分

環境（7名）

ジェンダーと多様性からの災害リスク削減と気候変動（ICネット）

保健（8名）

スポーツを通じた障害者の社会参加の促進（一般社団法人コ・イノベーション研究所）

畜産（６名）

SDGsに配慮した包括的な畜産振興の取り組み（家畜改良センター）

防災（18名）

防災とまちづくり（岩手県青少年会館）

農業（11名）

灌漑施設の維持・運営管理（B）を一部実施（海外農業開発コンサルタンツ協会）

その他、5コース54人が東日本大震災被災地等を訪問。

JICA留学生（3名：主に農学、理工学課程）

岩手大学（3名）

エチオライス2：1名（エチオピア）

モンゴル工科系高等教育支援（MJEEED）：2名（モンゴル2）



開発教育支援事業

ボランティア事業

は市民をはじめ、民間企業、 、自治体な

どとの協力のもと、開発途上国で幅広い活動を行

っています。国内においても、全国に拠点を置き

、地域の特性を生かした、国際協力の事業を展開

しています。

市民参加協力

【 海外協力隊】 堀野 清華さん（岩手出身）
＜ザンビア コミュニティ開発＞

【開発教育支援事業】教師海外研修の様子

開発教育（国際理解教育）支援事業　2024年度実績

国際協力出前講座（実施：6件　受講者数：460名）

第一学院高等学校(48名)

学校法人龍澤学館　盛岡中央高等学校（30名）

岩手県ふるさと振興部国際室①（20名）

岩手県立西和賀高等学校（48名）

水沢学苑看護専門学校（34名）

盛岡という星でBASE STATION（280名）

訪問学習（実施：0件　受講者数：0名）

詳しくはコチラ

国際協力機構債券
債

JICA債

岩手県 盛岡信用金庫

北上市 矢巾町

洋野町

投資表明

JICA海外協力隊 ※2024年11月1日現在 JICA海外協力隊グローカルプログラム

釜石市　（実習生数：3名）

派遣国 職種 ㈱パソナ東北創生

チリ 作業療法士 陸前高田市　（実習生数：3名）

マダガスカル コミュニティ開発 陸前高田ほんまる株式会社

フィリピン マーケティング 一般社団法人トナリノ

ウガンダ コミュニティ開発 遠野市　（実習生数：6名）

コスタリカ ハンドボール NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク

エジプト 柔道 ㈱Brew Good

ミクロネシア 音楽 農業組合法人 宮守川上流生産組合

ベトナム 観光 ※2024年5月6日～7月19日に実習を行った隊員

※県内の各自治体に表敬訪問に行った隊員

（コロナ禍による未表敬者も含む）

派遣中含む累積隊員数（609名）

※出身地が岩手県の隊員

派遣中隊員（8名）



草の根技術協力事業

民間連携事業

遠野市

遠野市と独立行政法人国際協力機構東北センターとの連携に関する覚書

締結日：2023年1月17日

陸前高田市

陸前高田市と独立行政法人国際協力機構東北センターとの連携に関する覚書

締結日：2022年2月10日

釜石市

釜石市と独立行政法人国際協力機構東北センターとの連携に関する覚書

締結日：2022年1月14日

株式会社岩手銀行

業務連携・協力に関する覚書

締結日：2016年10月25日

連携協力に関する覚書
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